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令和 3年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ４ 
第 2 学年 

文理学科 

教科書 

「CROWN English CommunicationⅡ New Edition」（三

省堂） 

ワーク 

「 CROWN English  Communication Ⅱ  New Edition 

WORKBOOK Standard」（三省堂），「Listening Essentials 

2.5」（啓隆社）, 「READING CORE 3」(啓隆社)，「Vintage 

3rd Edition」（いいずな書店），「システム英単語」（駿台文庫）， 

「CNN  Workbook Extended Course」(朝日出版社) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語Ⅱの授業は、1 年生で培った「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力を発展

させる授業です。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーション及び大学入試でどのように使われるか、ということを意識

して学習することが大切です。 

・音読は英語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「総合英語Ⅱ」（４単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◆身近なトピックに

関してわずかな

時間の準備で１

分程度のスピー

チができる。 

◆その際には具体

的な理由を添え

て自分の意見を

述べることがで

きる。 

◆与えられたトピッ

クについて簡単

な理由を添えて

即興で自分の考

えを述べることが

出来る。 

 

ｺﾐｭ英Ⅱ/

英語表現

Ⅱ 

・ﾃﾞｨｽｶｯｼ

ｮﾝ 

・定期考査 

 

 

◆複数の段落で序

論・本論・結論を意

識して、時間をか

けた修正を経て、

自分の意見をわか

りやすく書くことが

できる。 

◆自分のよく知って

いるトピックに関し

て参考文献やイン

ターネットなどから

情報を収集し、そ

れをまとめた文章を

書くことができる。 

 

ｺﾐｭ英Ⅱ/ 

英 語 表 現

Ⅱ 

・ｴｯｾｲﾗｲﾃｨ

ﾝｸﾞ 

・定期考査     

 

 

◇はっきりと話さ

れれば身近なト

ピックについて

のニュースの要

点を聞き取るこ

とができる。 

◇自然な速さで話

される観光地で

の説明やガイド

などのアナウン

スなどを聞い

て、大切なポイ

ントを漏らさ

ず、概要を把握

することができ

る。 

 

ｺ ﾐ ｭ英Ⅱ/

英 語表現

Ⅱ 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽ

ﾄ 

・定期考査 

 

◇まとまりのある

英文を後戻り

することなく一

定時間内に読

み、各段落の

トピック・サポ

ート・例示・詳

細などを押さ

えながら、全体

の要旨を理解

することができ

る。 

◇難しい部分を

読み返すな

どしながら、

高度な内容

について精

読できる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ/

英語表現

Ⅱ 

・音読テス

ト 

・定期考査 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

定期考査：平常点＝８０：２０ 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson１ 

(5 時間) 

Around the 

World on a 

Bike 

劇 作
家・平田
オ リ ザ
が 決 意
し た ア
メ リ
カ・ヨー
ロ ッ パ
へ の 自
転 車 一
人 旅 を
通して、
そ の 後
の 人 生
に 与 え
た 影 響
に つ い
て 考 え
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自転車一人旅を行っ

た劇作家について知っ

ている情報を間違うこ

とをおそれず、積極的

に話す。 

・各セクションを読む前

に自転車一人旅を行っ

た劇作家についてのワ

ークシートを予習とし

てさせる。 

・Can・Do リスト 

① ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・自転車一人旅を行
った劇作家について
の情報を適切に書
く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

② ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・自転車一人旅を行
った劇作家につい
て読んだことを理
解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制
限用法 

・不定詞・動名詞の
意味上の主語 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞の非制限用

法の使い方を理解して

いる。 

・不定詞・動名詞の意味

上の主語の使い方を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson2 

(5 時間) 

Into 

Unknown 

Territory 

 

史 上 最
強 の 棋
士 の 勝
負 観 か
ら 更 に
は 人 生
哲 学 に
触れる。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・羽生善治の考えにつ

いて知っている情報を

間違うことをおそれ

ず、積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に羽生善治の考え方つ

いてのワークシートを

予習としてさせる。 

・Can・Do リスト 

① ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・羽生善治の考えに
ついて適切に書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

② ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 
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・羽生善治の考えに
ついて読んだことを
理解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞の非制限
用法 

・受け身・否定の分
詞構文 

・whether 節 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係副詞の非制限用法

の使い方を理解してい

る。 

・受け身・否定の分詞構

文の使い方を理解して

いる。 

・whether 節の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson3 

(5 時間) 

OOPARTS 

過 去 に
お け る
当 時 の
技 術 で
は 考 え
ら れ な
い「不思
議 な 人
工物 (オ
ー パ ー
ツ )」の
存 在 に
つ い て
学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・オーパーツについて

知っている情報を間違

うことをおそれず、積

極的に話す。 

・各セクションを読む前

にオーパーツについて

のワークシートを予習

としてさせる。 

・Can・Do リスト 

① ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・オーパーツについ
て適切に書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

② ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・オーパーツについて
読んだことを理解
する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置詞+関係代名詞 

・助動詞+have+過去
分詞 

・It is known that～ 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・前置詞+関係代名詞の

使い方を理解してい

る。 

・助動詞+have+PP の使

い方を理解している。 

・It is known that～の構

文を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson4 

(5 時間) 

Crossing 

the Border 

「 国 境
な き 医
師団」に
参 加 し
た 貫 戸
朋 子 医
師 の 活
動 を 通
じて、ボ
ラ ン テ
ィ ア 活
動 に つ
い て 考
える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・貫戸朋子医師につい

て知っている情報を間

違うことをおそれず、

積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に貫戸朋子医師ついて

のワークシートを予習

としてさせる。 

・Can・Do リスト 

① ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・貫戸朋子医師につい
て適切に書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

② ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・貫戸朋子医師につい
て読んだことを理
解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているか判断する。 
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「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞+前置詞 

・完了進行形 

・強調構文 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞+前置詞の使い

方を理解している。 

・完了進行形の使い方を

理解している。 

・強調構文の使い方を理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているか判断す

る。 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5 

(5 時間) 

Saving 

Cherokee 

18 ～ 19
世紀、ア
メ リ カ
南 東 部
に 居 住
す る チ
ェ ロ キ
ー の 母
語 を 守
る 闘 い
を 通 し
て、民族
に と っ
て 母 語
を 失 わ
な い こ
と の 意
味 を 考
える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・チェローキー、母語

の大切さについて知っ

ている情報を間違うこ

とをおそれず、積極的

に話す。 

・各セクションを読む前

にチェローキー、母語

の大切さについてのワ

ークシートを予習とし

てさせる。 

・Can・Do リスト 

③ ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・チェローキー、母語

の大切さについて適
切に書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

④ ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・チェローキー、母語

の大切さについて
読んだことを理解
する。 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・複合関係詞 

・不定詞の完了形 

・比較級+than+S+V 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・複合関係詞の使い方を

理解している。 

・不定詞の完了形の使い

方を理解している。 

・比較級+than+S+V の

使い方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson6 

(5 時間) 

Ashura 

興 福 寺
阿 修 羅
像 の 魅
力 を 探
る と と
もに、奈
良 時 代
の 東 洋
と 西 洋
の 交 流
に つ い
て知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・阿修羅像について知

っている情報を間違う

ことをおそれず、積極

的に話す。 

・各セクションを読む前

に阿修羅像ついてのワ

ークシートを予習とし

てさせる。 

・Can・Do リスト 

③ ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・阿修羅像について適
切に書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

④ ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・阿修羅像について読
んだことを理解す
る 

・セクションごとに、関

連した写真などを見なが

ら、イメージとともに、

その内容を理解する。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
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・結果を表す不定詞 

・倒置形 

・無生物主語構文 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・結果を表す不定詞の使

い方を理解している。 

・倒置形の使い方を理解

している。 

・無生物主語構文の使い

方を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているか判断す

る。 

 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

ByLesson7 

(5 時間) 

Why 

Biomimicry? 

新 素 材
や 新 技
術 を 動
植 物 か
ら 学 ぶ
「 バ イ
オ ミ ク
リー」を
通して、
自 然 と
の 共 生
を 考 え
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・バイオミクリーにつ

いて知っている情報を

間違うことをおそれ

ず、積極的に話す。 

・各セクションを読む前

にバイオミクリーにつ

いてのワークシートを

予習としてさせる。 

・Can・Do リスト 

⑤ ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・バイオミクリーに
ついて適切に書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

⑥ ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・バイオミクリーにつ
いて読んだことを
理解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見な

がら、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法現在 

・If 節のない仮定法 

・未来に関する仮定
法 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・仮定法現在の使い方を

理解している。 

・If 節のない仮定法の使

い方を理解している。 

・未来に関する仮定法の

使い方を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson8 

(5 時間) 

Working 

against the 

Clock 

ロ ボ ッ
ト に よ
る 地 雷
除 去 を
通じて、
平 和 の
大切さ、
世 界 へ
貢 献 す
る こ と
の 重 要
性 を 学
ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ロボットによる地雷

除去について知ってい

る情報を間違うことを

おそれず、積極的に話

す。 

・各セクションを読む前

にロボットによる地雷

除去ついてのワークシ

ートを予習としてさせ

る。 

・Can・Do リスト 

⑤ ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み状

況の判断材料として活

用する。 

「英語表現の能力」 

・ロボットによる地雷

除去について適切に
書く。 

・セクションごとに興
味を引かれたことに
ついてワークシート
に英語で書く。 

・Can・Do リスト 

⑥ ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・ロボットによる地雷

除去について読ん
だことを理解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見な

がら、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
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・完了分詞構文 

・受け身の進行形 

・whether 節 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・完了分詞構文の使い方

を理解している。 

・受け身の進行形の使い

方を理解している。 

・whether 節の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson9 

(5 時間) 

The Long Voyage 

Home 

「 は や
ぶさ」の
苦 難 の
帰 還 を
た ど り
ながら、
困 難 に
屈 さ ず
前 進 す
る こ と
の 大 切
さ を 学
ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・はやぶさについて知

っている情報を間違う

ことをおそれず、積極

的に話す。 

・各セクションを読む前

にはやぶさについて

のワークシートを予

習としてさせる。 

・Can・Do リスト 

⑦ ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語表現の能力」 

・はやぶさについて
適切に書く。 

・セクションごとに
興味を引かれたこと
についてワークシー
トに英語で書く。 

・Can・Do リスト 

⑧ ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組

み状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・はやぶさについて
読んだことを理
解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見な

がら、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・独立分詞構文 

・未来進行形 

・未来完了形 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・独立分詞構文の使い方

を理解している。 

・未来進行形の使い方を

理解している。 

・未来完了形の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

単元 

(配当時間) 

題材内
容 

単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson10 

(5 時間) 

Grandfather’s 

Letters 

家 族 愛
の こ も
っ た 絵
手 紙 に
触れ、メ
ー ル に
は な い
手 紙 の
良 さ に
つ い て
考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・祖父の絵手紙につい

て知っている情報を間

違うことをおそれず、

積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に祖父の絵手紙つい

てのワークシートを

予習としてさせる。 

・Can・Do リスト 

⑦ ②③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組み

状況の判断材料とし

て活用する。 

「英語表現の能力」 

・祖父の絵手紙につい
て適切に書く。 

・セクションごとに
興味を引かれたこと
についてワークシー
トに英語で書く。 

・Can・Do リスト 

⑧ ③ 

・ワークシートを見て

その内容を取り組

み状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・祖父の絵手紙につい
て読んだことを
理解する 

・セクションごとに、関

連した写真などを見な

がら、イメージととも

に、その内容を理解す

る。 

・Can・Do リスト 

④ 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 
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・不定詞・動名詞の
受け身 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認

する。 

・不定詞・動名詞の受け

身の使い方を理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

 


